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オセアニア[ＮＺ] 
１ 農畜産業の概況

 ニュージーランド（ＮＺ）は、温暖な気候と豊かな

土壌に恵まれ、国土面積（2680 万ヘクタール）のう

ち、約５割に当たる 1400 万ヘクタールが農地となっ

ている農業立国である。 

 また、人口が約 470 万人と国内の市場規模が小さい

ため、農畜産業は貿易に依存した構造となっており、

農畜産物の輸出額（FOB）は全体の５割以上を占めて

おり、外貨獲得上、重要な地位にある。 

 畜産部門は、農畜産業粗生産額、農畜産物輸出額と

もに７割以上を占めている。特に牛乳・乳製品は、農

畜産業粗生産額、農畜産物輸出額ともに約４割を占め

ており、基幹部門である。 

 2015／16 年度（４⽉〜翌３⽉）の農畜産業粗生産

額は、209 億 500 万ＮＺドル（前年度比５.０％減、

推計）となった（図１）。 

 

図１ 農畜産業粗生産額（2015／16 年度） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：ＮＺ１次産業省「Situation and Outlook for Primary Industries」 

 注：年度は４⽉〜翌３⽉。 

 

 基幹部門である牛乳・乳製品は、前年度から引き続

き乳製品国際価格が低迷したことで、２年度連続の大

幅減（76 億 4200 万ＮＺドル、同 18.５％減）となっ

た。一方、肉牛・牛肉は、堅調な輸出相場や、乳用牛淘

汰の進展を受け、30 億 7400 万ＮＺドル（同 17.６％

増）と大幅に増加した。羊肉は 22 億 2900 万ＮＺド

ル（同５.８％減）、羊毛は６億 4100 万ＮＺドル（同

０.５％減）とともに減少した。野菜・果樹・穀物部門

は、果樹の好調を受け、51 億 5300 万ＮＺドル（同６.

９％増）と好調であったものの、全体としては前年度

をやや下回った。 

 2015／16 年度（７⽉〜翌６⽉）の農畜産物輸出額

（ＦＯＢ）は、281 億 5580 万ＮＺドル（同０.５％増）

とわずかに増加した（図２）。 
 

図２ 農畜産物輸出額（2015／16 年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：Beef + Lamb NZ「Compendium of New Zealand Farm Facts」 

（原典：Beef + Lamb NZ Economic Service, Statistics New Zealand） 

 注：年度は７⽉〜翌６⽉。 

 

 品目別に見ると、牛乳・乳製品は、粗生産額同様、

主力製品である全粉乳などの国際価格の下落を背景に、

２年度連続の減（121 億 3680 万ＮＺドル、同７.８％

減）となった。牛肉は、米国や中国の需要に支えら

れて、２年度連続の増（30 億 9550 万ＮＺドル、

同３.９％増）となった。また、羊肉（ラム・マトン）

は 29 億 8790 万ＮＺドル（同２.３％増）、羊毛は７億

5970 万ＮＺドル（同５.６％減）となった。 
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２ 畜産の動向

（１）酪農・乳業 

 ＮＺの酪農は、温暖で降水量に恵まれた自然条件を

生かし、草地を最大限に利用した放牧中心の飼養形態

である。このため、生乳生産は、牧草の生育状況と密

接に連動しており、早春となる８⽉に搾乳を開始し、

10⽉から初夏となる12⽉に生乳生産のピークを迎え、

その後、次第に減少して、翌年６〜７⽉にはほとんど

の搾乳牛が乾乳し分娩に備えるという、明確な季節型

の生産体系となっている（図３）。そのため、生乳生産

の中心となる９⽉〜翌２⽉の６カ⽉間に、年間生産量

の約４分の３を生産する。 

 

図３ 生乳生産量の推移 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：Dairy Companies Association of New Zealand  

  注：年度は６⽉〜翌５⽉。 

 

 ＮＺの生乳生産コストは、放牧中心の飼養形態によ

り、世界的に見て最も低い水準にある。生産量の 95％

が輸出に仕向けられる牛乳・乳製品は、ＮＺの総輸出

額の約３割を占めており、酪農・乳業部門は、ＮＺの

基幹産業の一つとして位置付けられている。 

 ＮＺは、生乳生産量では全世界の約４％にすぎない

が、世界最大の乳製品輸出国である。特に全粉乳の国

際市場でのシェアは６割を超える。国内市場の規模が

小さいため、生乳生産者価格や乳製品価格は、いずれ

も国際市場の影響を強く受けやすい構造となっている。 

 

 

① 主要な政策 

 酪農・乳業に対する国内の価格支持政策は存在しな

い。ニュージーランド・デイリーボード（ＮＺＤＢ）

が、2001 年９⽉まで、乳製品の一元輸出機能を持っ

ていたが、酪農産業の再編が行われ、同年 10 ⽉、二大

酪農協とＮＺＤＢの販売機能を取り込んだ巨大酪農協

（乳業メーカー）フォンテラが誕生した。 

 フォンテラの誕生と同時に 2001 年、生乳および乳

製品市場での競争の促進を目的とした酪農産業再編法

（Dairy Industry Restructuring Act 2001）が成立

した。同法には、フォンテラの寡占による弊害を回避

するため、乳業メーカーの新規参入機会の付与が盛り

込まれており、フォンテラは、集乳した生乳の一定量

を、他社の求めに応じて供給することが義務付けられ

ている。ＮＺにおけるフォンテラの集乳シェアは、依

然として８割以上を占めているものの、近年は徐々に

低下してきており、この義務付けの見直しに向けた議

論が進められている。 

 

② 生乳の生産動向 

 搾乳牛の飼養頭数は、酪農産業の再編による競争力

の向上や国際的な乳製品需要の増加、さらに、羊・肉

用牛部門から収益性に勝る酪農部門への転換などを受

け、増加傾向で推移してきた。しかし、前年に乳製品

国際価格の低迷に伴い乳用牛の淘汰
と う た

が進んだことで、

2015 年は減少に転じた（図４）。 

 ＮＺの酪農は、降水量に恵まれた北島のワイカト地

域を中心に行われてきた。しかし、近年では、乳製品

の国際価格の高騰を契機に、南島のカンタベリー地域

などでかんがい施設が整備されて酪農が盛んになった

ことから、特に南島での頭数拡大が著しい。2015 年

の搾乳牛飼養頭数は、先述の通り、乳用牛の淘汰が進

展したことから、499 万 8000 頭（前年比０.４％減）

と減少に転じた。このうち、従来からの主産地である

北島は 298 万 6000 頭（同１.２％減）と減少した一
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方で、南島は 201 万 2000 頭（同０.７％増）と増加

を続けている（表１）。 

図４ 搾乳牛飼養頭数と生乳生産量の推移 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：Dairy NZ「Dairy Statistics」 

注１：年度は６⽉〜翌５⽉。 

注２：搾乳牛飼養頭数は 12 ⽉末時点。 

 

 １⼾当たり飼養頭数の増加に加えて、補助飼料の給

与増加による１頭当たり乳量の増加もあり、生乳生産

量は右肩上がりで推移してきた（図４）。しかし、2015

／16 年度は、前年度から続く乳製品国際価格の低迷を

受け生乳生産者価格が引き下げられたことで、酪農家

の生産意欲が減退し、補助飼料の給与が減少したこと

に加え、少雨による牧草生育の悪化などを受けて、

１頭当たり乳量は 4185 リットル（同１.２％減）、生

乳生産量は2091万4000キロリットル（同１.６％減）

とともに前年度をわずかに下回った。 

表１ 地域別の飼養⼾数・頭数・規模の推移 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：Dairy NZ「Dairy Statistics」 

注１：年度は６⽉〜翌５⽉。 

注２：各年 12 ⽉末時点。 

注３：搾乳牛の頭数および⼾数。 

 酪農家⼾数は、2007 年に乳製品国際価格が高騰し

て以降、2014 年（１万 1970 ⼾（同０.４％増））に

かけて７年連続で前年を上回ってきたが、2015年は、

乳価の低迷により、１万 1918 ⼾（同０.４％減）と減

少に転じた。 

 １⼾当たり搾乳牛飼養頭数は、規模拡大による増加

が続いており、2015 年は 419 頭（前年同）となった

（図５）。なお、1000 頭以上を飼養する経営の全体に

占める割合は、５.０％となっている。 

 

図５ 酪農家⼾数と飼養規模の推移 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：Dairy NZ「Dairy Statistics」 

 注：各年 12 ⽉末時点。 
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③ 牛乳乳製品の需給動向 

 ＮＺでは、最大手の乳業メーカーであるフォンテラ

が、８割以上の乳製品生産シェアを占める。 

 輸出相手国は、フォンテラの企業戦略と相まって、

中国、東南アジア、中東、北アフリカ、ＥＵ、北米な

ど世界 140 カ国に及んでいる。フォンテラは、2002

年に世界的な大手食品メーカー「ネスレ」と合弁企業

を設立し、2003 年１⽉から、中南米の市場での乳製

品製造・販売を手がけている。2007 年には、中国に

牧場を建設し生乳生産を開始するなど、国際市場への

積極的な進出を図っている。 

 2015／16 年度（７⽉〜翌６⽉）の主な乳製品の輸

出量のうち、全粉乳は、主要な輸出先である中国の需

要が引き続き低調であったことを受け、135 万 7000

トン（前年度比０.５％減）とわずかに減少した。しか

し、脱脂粉乳、バター、チーズは、それぞれ 42 万 8000

トン（同３.１％増）、50 万 5000 トン（同６.３％増）、

34 万トン（同 12.２％増）と前年度を上回った。近年

は、世界的に乳脂肪分に対する需要が高まっているこ

となどを受け、バターを中心に、増加幅が大きくなっ

た（表２）。 

 乳製品国際価格の低迷が続いた中で、乳業メーカー

各社は、消費者・外食向けのチーズや、乳幼児や成人

向けの高栄養価粉ミルクといった、比較的付加価値の

高い乳製品の製造部門を強化するなど、プロダクト・

ミックス（製品製造比率）の調整により対応した。 

 

表２ 生乳生産量および乳製品輸出量の推移 

（単位：千頭、千キロリットル、千トン） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：Dairy NZ「Dairy Statistics」、Statistics New Zealand 

注１：搾乳牛飼養頭数は 12 ⽉末時点、単位は千頭。 

注２：生乳生産量は６⽉〜翌５⽉、単位は千キロリットル。 

注３：乳製品輸出量は７⽉〜翌６⽉、単位は千トン。 

④ 乳価の動向 

 生乳生産者価格（平均支払乳価）は、乳製品の国際

相場や為替相場（ＮＺドル）の動向などに左右される。 

 2015／16 年度（６⽉〜翌５⽉）の平均支払乳価は、

世界的な乳製品生産の増加や、主要な乳製品輸入国で

ある中国などの需要の減速を背景に、前年度から乳製

品国際価格の低迷が続いたことを受け、乳固形分１キ

ログラム当たり４.3ＮＺドル（前年度比８.３％安)と、

大幅に下落した前年度に続き下落した（図６）。 

 生産コストは、2000 年代後半に入ってから、乳価

の上昇を受け、放牧中心の低コスト生産が特徴のＮＺ

酪農においても、補助飼料として、濃厚飼料の給与が

増加したことで、微増傾向で推移してきた。しかし、

2015／16 年度は、乳価の低迷が続いて酪農家の生産

意欲が減退し、補助飼料の給与やかんがい施設への投

資などが抑制された結果、同３.64ＮＺドル（同 10.６

％減）と２年度連続での減少となった。 

  

図６ 生産コストと平均支払乳価の推移（乳固形分ベース） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：Dairy NZ「Dairy Statistics」、「Economic Survey」 

 注：年度は６⽉〜翌５⽉。 
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（２）肉牛・牛肉産業 

 ＮＺの肉用牛生産は、草地に依存した生産体系とな

っており、フィードロットでの穀物肥育による生産は、

ごくわずかである。 

 牛肉生産が酪農の動向と密接に連動していることは、

ＮＺの肉牛・牛肉産業の特徴の一つである。 

 年間の成牛と畜頭数の推移を見ると、生乳生産が終

了する５⽉にピークを迎える。これは、乾乳期に入る

のに合わせて、乳用牛の淘汰が増加するためである。

その後、冬に向けて大きく減少し、８⽉〜９⽉は、ピ

ーク時の３分の１程度となる（図７）。 

 

図７ 成牛と畜頭数の推移 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：Statistics NZ 

 注：年度は 10 ⽉〜翌９⽉。 

 

 また、肉用牛として飼養される牛の約３割は、乳用

種または交雑種（乳用種×肉用種）となっている。酪

農部門から供給される乳用種のうち、経産牛のほとん

どは肥育されずに加工用牛肉（挽き材用）として、Ｎ

Ｚ最大の輸出市場である米国を中心に輸出されている。

雄牛は、肥育されるものはごくわずかで、大半が生後

４日程度でと畜され、子牛肉用として出荷されている。 

 ＮＺの牛肉産業は、国内の市場規模が小さいことか

ら、酪農産業と同様に輸出依存度が高く、生産された

牛肉のうち、枝肉重量ベースで９割程度が輸出に仕向

けられている。このため、肉牛・牛肉産業も、国際市

場の影響を強く受けている。 

① 牛の飼養動向 

 肉用牛の飼養頭数の推移を⻑期的に見ると、収益性

の悪化による経営規模の縮小や、酪農や林業などの、

より収益性の高い部門への転換などにより、1995 年

の518万頭をピークに右肩下がりとなっており、2000

年には右肩上がりに増加している乳用牛と逆転した。

特に 2007 年以降は、乳製品国際価格の高騰から、肉

用牛・羊から酪農への転換が一層進んでおり、乳用牛

の増加と、肉用牛の減少の傾向が強まっている（図８）。 

 

図８ 主要家畜の飼養頭数の推移 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：Statistics NZ 

 注：各年６⽉末現在。 

 

 2016 年６⽉末時点の肉用牛飼養頭数は、⻑期的な

減少傾向に加え、輸出需要の高まりを受けて肉用牛の

と畜が増加した影響から、353 万 3000 頭（前年比

０.４％減）と７年連続の減少となった（表３）。 

 

表３ 牛飼養頭数の推移 

（単位：千頭） 

  
 

 

資料：Statistics NZ 

 注：各年６⽉末時点。 
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② 牛肉の需給動向 

ア 生産動向 

 牛肉生産量の⻑期的な推移を見ると、2000 年代前

半まではおおむね増加傾向にあったが、その後は飼養

頭数の減少とともに減少が続いており、2010／11 年

度から 2013／14 年度は、60 万トンを切る水準で推

移した。 

 2014／15 年度は、北島の干ばつや米国向け輸出需

要の高まりから、乳用牛淘汰が進展したことなどを受

け、と畜頭数、牛肉生産量はともに増加した。しかし、

2015／16 年度は、米国向け需要や乳用牛の淘汰が一

段落したことから、成牛と畜頭数は258万5000頭（前

年度比５.０％減）、牛肉生産量は 63 万 3000 トン（同

４.２％減）とともに減少したが、引き続き高水準を保

っている（表４）。 

 

イ 輸出動向 

 2015／16 年度の牛肉輸出量は、42 万 4000 トン

（同１.９％減）となった（表４）。ここ数年、高水準で

推移しているものの、生産量と同様、減少に転じた。 

 輸出地域別に見ると、最大の輸出先である米国を含

む北米市場向けは 22 万 4300 トン（同９.９％減）と、

大幅に増加した前年度の反動から、かなりの程度減少

した。北米市場向けは、加工用牛肉が主体であり、輸

出量は乳用経産牛のと畜頭数の動向に左右される。 

 米国は牛群再構築が完了し、国内生産が増加局面に

あったことも、輸出量が減少する要因となった。また、

北米に次ぐ輸出先である北アジア市場向けは、これま

で見られた急激な増加傾向は鈍化しているものの、中

国を中心に 14 万 2000 トン（同 15.５％増）と増加

を続けている。 

 

表４ 牛肉需給の推移 

（単位：千頭、千トン） 

  
 

 

 

 

 

 

資料：Statistics NZ、Beef + lamb NZ「Annual Report」 

注１：年度は 10 ⽉〜翌９⽉。 

注２：と畜頭数の単位は千頭。 

注３：生産量および輸出量の単位は千トン。 

注４：生産量は枝肉重量ベース、輸出量は船積重量ベース（子牛肉含む）。 

③ 肉用牛価格の動向 

 ＮＺでは、生産された牛肉のうち９割程度（枝肉重

量ベース）が輸出に仕向けられることから、同国の肉

用牛価格は、輸出先の経済状況や、主要決済通貨であ

る米ドルや英国ポンド、ユーロに対するＮＺドルの為

替相場、そして最大の輸出市場である米国国内におけ

る牛肉の生産や価格の動向に左右される傾向がある。 

 輸出用肉用牛の生産者手取価格は、米国や中国から

の堅調な需要により、2010／11 年度以降、比較的高

い水準を維持しており、2015／16 年度は、１頭当た

り 1181ＮＺドル（前年度比３.２％高）と、大幅に上

昇した前年度に続いての上昇となった（表５）。 

 

表５ 輸出用肉用牛の１頭当たり手取価格の推移 

（単位：ＮＺドル／頭） 

  
 

 

資料：Beef + lamb NZ「Farm Facts」 

注１：年度は 10 ⽉〜翌９⽉。 

注２：皮革を含む。 

 
 


